
 

 

 

 

令和６年（２０２４）９月６日号 

                                                       校長 狩野 洋光 

「あーよかったな あなたがいて」 

３日（火）、本校ランチルームで、校区人権主催「心のふれあう市民のつどい」があ

りました。 仲島正教 先生を講師にお迎えしました。仲島先生から、子育てとご自身

が教員として大切にしてきたことを教えていただきました。仲島先生のお話を一言で

表すと「愛」だったように思います。参加された保護者のみなさんにも、心に残った言

葉やエピソードがあったのではないでしょうか。 
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みんなにとって良いことを みんなが元気になることを ～ ともに考え、行動し、学び合おう ～ 

思いのつまった「言葉」 

大切にしたい「言葉」 

でいっぱいになりました。 



あなたは言葉でできている 

二学期始業式、言葉を大切にしてほしいなと

思い、最近見つけた本の中から紹介しました。  

「言葉という字は漢字で『言う葉っぱ』と書

きます。きれいな言葉を使えば、きれいな木に

見えます。きたない言葉だったら、きたない木に

なっちゃうよね」「自分の『言葉の木』を大切に

育てましょう」 

（「机の前に貼る一行」ひきたよしあき著） 

 

学校運営協議会より 

９月２日（月）第５回のコミスク、学校運営協議会を行いました。 二学期の行事の

お知らせと、子どもたちの様子をお伝えしました。 

夏休みに行ったコミュニティ・スクール研修会のふり返りでは、委員の方から「先生

方のふだんと違った表情を見ることができてよかった」「是非、また同じような会をし

てほしい」と感想をいただきました。教職員からも「地域の方と話す機会があまりなか

ったのでよかった」「地域、保護者、学校が思いを伝え合う場は大切だ」「あっという

間の楽しい時間だった」と感想をいただきました。 地域、保護者、学校のつながりを

少しずつ増やしていきたいです。 

二学期は学習指導のお手伝いを通して、子どもたちとのつながりができればと考

えています。この日は、２年生の九九暗唱を聞くお手伝い、音楽会に向けての楽器指

導のお手伝いを例として挙げました。 具体的な内容が決まりましたらお手伝いをお

願いいたします。 

  委員の方からは、子どもたちには、朝のあいさつをがんばってほしいなとお話があり

ました。コロナ感染症対策により、子どもたちのあいさつをする習慣が薄れてしまって 

いるのかもしれません。 お家でも「あいさつ」について話し合い、「気持ちのいいあい

さつをしていこうね」と声をかけて、送り出していただければと思います。 猛暑日がま

だ続きそうです。 ぼうし、水筒、タオルといった熱中症対策もよろしくお願いします。 


